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名
古
屋
工
業
大
学
の
活
動
報
告

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
招
へ
い

農
業
廃
材
で
グ
ラ
フ
ェ
ン
合
成

名
古
屋
工
業
大
学
で
は
、
科
学
技
術
振
興
機
構

（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
支
援
を
受
け
て
、
２
０
２
３
年
９
月
17
日
〜
30
日

ま
で
の
14
日
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
マ
ラ

ッ
カ
技
術
大
学
（
Ｕ
Ｔ
ｅ
Ｍ
）
か
ら
教
員
１
名
と
大

学
院
生
（
９
名
：
前
期
課
程
６
名
、
後
期
課
程
３

名
）
を
招
へ
い
し
、
共
同
研
究
お
よ
び
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

農
業
廃
材
で
あ
る
ヤ
シ
ガ
ラ
を
前
駆
体
と
し
て
活

用
し
て
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
合
成
を
行
い
、
材
料
の
観
察

と
光
分
析
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
田
光
裕
助
教

が
実
施
主
担
当
と
し
て
、
同
研
究
室
の
学
部
お
よ
び

博
士
後
期
課
程
の
学
生
２
名
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｔ

Ａ
）
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
初
日
は
、
Ｔ
Ａ
学
生
が
中
部
国
際
空

港
に
到
着
し
た
大
学
院
生
・
教
員
（
計
10
名
）
を
出

迎
え
、
無
事
到
着
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ

テ
ル
か
ら
名
古
屋
工
業
大
学
へ
の
経
路
を
確
認
す
る

と
と
も
に
街
を
散
策
、
昼
食
を
と
り
、
周
辺
施
設
の

一
部
を
案
内
し
ま
し
た
。
２
日
目
に
は
、
研
究
室
や

学
内
の
実
験
設
備
と
研
究
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
、

午
後
に
は
、
前
日
に
引
き
続
き
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
施

設
と
周
辺
施
設
を
案
内
し
ま
し
た
。

３
日
目
は
午
前
中
に
名
古
屋
工
業
大
学
の
種
村
眞

幸
教
授
（
工
学
専
攻
〈
物
理
工
学
領
域
〉
）
が
、
炭

素
系
ナ
ノ
材
料
の
研
究
動
向
と
先
端
技
術
に
関
す
る

講
義
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
に
は
、
実
施
主
担
当
者

の
本
田
助
教
よ
り
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
や
実
施

内
容
に
つ
い
て
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
次
い

で
、
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
合
成
技
術
の
基
礎
に
関
す
る
講

義
を
行
い
ま
し
た
。
招
へ
い
者
ら
か
ら
数
多
く
の
質

問
が
あ
り
、
炭
素
系
ナ
ノ
材
料
と
し
て
の
グ
ラ
フ
ェ

ン
の
基
礎
物
理
と
合
成
技
術
に
関
す
る
知
識
を
深
め

ま
し
た
。

４
〜
６
日
目
、
９
〜
12
日
目
の
共
同
実
験
で
は
、

ま
ず
Ｔ
Ａ
学
生
が
招
へ
い
者
ら
に
対
し
て
英
語
で
実

験
内
容
の
説
明
や
装
置
の
使
い
方
等
を
説
明
し
、
化

学
気
相
成
長
法
（
Ｃ
Ｖ
Ｄ
）
の
実
験
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ヤ
シ
ガ
ラ
を

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
383
回

＝
特
別
連
載
＝

本田	光裕
（名古屋工業大学
大学院工学研究科
工学専攻〈物理工学領域〉
助教）招へい者とマレーシアマラッカ技術大学の学部長Prof.	Fadzli（右から4人目）
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炭
素
源
と
し
て
利
用
し
た
グ
ラ
フ
ェ
ン
合
成
の
た
め

に
、
農
業
廃
材
の
ヤ
シ
ガ
ラ
と
し
て
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の

皮
を
準
備
し
、
Ｃ
Ｖ
Ｄ
合
成
実
験
お
よ
び
材
料
観

察
・
ラ
マ
ン
散
乱
光
に
よ
る
分
析
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
①
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
皮
を
実
施
主
担
当
者
が
剥
き

②
料
理
を
す
る
要
領
で
招
へ
い
者
ら
が
皮
を
乳
鉢
に

て
す
り
潰
し
て
乾
燥
さ
せ
炭
素
源
と
し
て
準
備
を
行

い
③
実
施
主
担
当
者
・
Ｔ
Ａ
学
生
の
下
で
Ｃ
Ｖ
Ｄ
合

成
を
行
う
│
│
と
い
う
連
携
に
よ
り
、
見
事
に
単
層

グ
ラ
フ
ェ
ン
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

招
へ
い
者
ら
は
、
ラ
マ
ン
散
乱
の
原
理
や
ス
ペ
ク

ト
ル
の
意
味
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｔ
Ａ
学
生

の
指
導
の
も
と
で
実
験
デ
ー
タ
の
解
析
技
術
を
学
び
、

こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
13
日
目
の

プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

実
験
の
合
間
に
は
Ｔ
Ａ
学
生
に
よ
る
案
内
の
も
と
、

名
古
屋
市
科
学
館
と
リ
ニ
ア
・
鉄
道
館
を
見
学
し
、

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
安
全
性
を
誇
る
日
本
の
鉄
道

網
と
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ
な
ど
見
識
を
広
げ
ま
し
た
。

13
日
目
の
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
招
へ

い
し
た
大
学
院
生
が
、
名
古
屋
工
業
大
学
で
行
っ
た

実
験
結
果
や
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
講
義

内
容
で
学
ん
だ
こ
と
や
実
験
目
的
・
結
果
と
考
察
が

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
共
同

研
究
に
繋
が
る
有
意
義
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
招
へ
い
者
の
教
員
に
自
身
の
研
究
内
容
を

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
共
同
研
究
を
通
じ
た

連
携
に
つ
い
て
具
体
的
に
議
論
を
深
め
、
「R

e
sou

rce-A
p
p
lied	N

an
otech

n
olog

y	
C
onsortium

」
の
設
立
と
将
来
的
な
共
同
研
究
の

た
め
の
協
力
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
に
は
、
名
古
屋
工
業
大
学

の
学
部
生
・
大
学
院
生
（
留
学
生
を
含
む
）
や
教
員

が
参
加
し
て
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
研
究
以
外
に

も
各
国
の
文
化
や
歴
史
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、
異

文
化
交
流
を
通
し
て
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
最
後
に
、

本
田
助
教
か
ら
招
へ
い
者
全
員
に
修
了
証
と
バ
ッ
ジ

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

非
常
に
短
い
期
間
で
し
た
が
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
共
同
実
験
を
通
し
て
、
農
業
廃
材
（
ヤ
シ
ガ

ラ
）
を
炭
素
源
と
し
て
利
用
し
た
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
合

成
と
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
応
用
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
後
日
談
と
今
後
の
展
望

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
含
む
Ｕ
Ｔ
ｅ
Ｍ
と
の
交
流
実
績
を
踏

ま
え
、
学
術
交
流
協
定
（
Ｍ
ｏ
Ｕ
）
を
締
結
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
交
流
に
参
加
し
た
日
本
人
学
生
は
、

共
同
実
験
等
を
通
じ
て
、
言
葉
や
文
化
の
壁
と
考
え

方
の
違
い
を
認
識
し
異
文
化
の
人
々
と
相
互
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
柔
軟
な
思
考

や
行
動
力
、
人
間
関
係
を
構
築
す

る
能
力
が
高
ま
り
ま
し
た
。
草
の

根
交
流
か
ら
Ｍ
ｏ
Ｕ
の
締
結
に
繋

が
っ
た
こ
と
、
日
本
人
学
生
へ
の

異
文
化
交
流
教
育
と
い
う
観
点
か

ら
、
受
入
機
関
と
な
っ
た
そ
の
影

響
は
大
き
く
、
非
常
に
意
義
あ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い

ま
す
。

今
後
、
大
学
間
の
研
究
室
の
連

携
を
よ
り
深
め
る
た
め
に
、
研
究

施
設
の
見
学
や
研
究
テ
ー
マ
の
議

論
を
行
う
予
定
で
す
（
２
０
２
４

年
６
月
下
旬
）
。
Ｍ
ｏ
Ｕ
や
共
同

研
究
の
た
め
の
協
力
関
係
「R

e
source-A

pplied	Nanotechnology	
C
onsortium

」
を
基
盤
と
し
て
、

今
後
、
共
同
研
究
と
し
て
、
廃
材

資
源
を
有
効
活
用
し
た
ナ
ノ
材
料

の
合
成
の
研
究
を
発
展
さ
せ
な
が

ら
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
研
究
者
の

卵
の
育
成
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
「
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

リニア・鉄道館の見学

ミニシンポジウムにおける学生発表

種村教授による講義

本田助教による講義とブリーフィング




